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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
　

＜連絡事項＞

· 明日の青仁会ふれあい秋祭りは雨天決行。サポートに入るスタッフは、各自当日の動きを確認しておく事。

· インフルエンザ予防接種を11/13・14・15の9：30～10：15で実施する為、各自wizにて摂取希望日を10/31までに入力する事。又、アレルギーなどの理由で見合わせる場合には、その旨を入力する事。
＜外来情報＞

· 北嶋　剛様～風邪気味との事で総合感冒薬７日分処方となっている。自宅では、父親の世話を行っ
　　　　　　ているとの事。

· 巴　勇樹様～昨日欠席の為、本日問診実施。最近睡眠や食事が十分に摂取できておらず、急に笑い
　　　　　　出す事が多く見られる為、早急に罹りつけの三川クリニックを受診するように指示あ
　　　　　　り。

· 田名部　一樹様～青山荘退所後のデイケア通所について、月・水・金の３日を希望されている。外
　　　　　　　　来担当医より、通所日数を減らす事により生活リズムの乱れも心配される為、
　　　　　　　　詳細については後日予定している家族面談にて話し合うことを説明受けている。

· 関　秀治様～青明舎での就労準備訓練について自分から報告されており、「疲れるけど頑張ってい
　　　　　　ます」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 杉澤　恵子様～自宅近辺で窃盗があり、本日警察の事情聴取のため欠席されているが、13時過ぎ　
　　　　　　　に警察より本人を窃盗容疑で身柄を確保したと連絡あり。
　　　　　　　⇒　ご家族へ詳細について確認を行う。情報については、主治医へ報告する。

· 北嶋　剛様～本人より、他メンバーから言われたことが気になると訴えあり。
　　　　　　内容：巴様に対して笑いを取ろうと思って変なポーズをしたところ、それを見ていた　
　　　　　　　　　秋山様より“私のことを馬鹿にしている”“私の噂していたでしょ”と言われ
　　　　　　　　　たとの事。その際には、自分で誤解である事を説明し、納得して頂いたとの事。
　　　　　　⇒　・周囲の人も気にして見ている事を本人へ伝え、誤解を受ける可能性があること
　　　　　　　　　を説明する。
　　　　　　　　・その際に本人様が取った行動について振り返りを行い、自分で相手に対して誤
　　　　　　　　　解である事を説明できた事について評価する。
　　　　　　　　・同じ場面でも繰り返し対応出来るように促す。

· 今野　容子様～先日の大腸ポリープ細胞診の結果を聞くため、本日日赤受診されている。結果、悪
　　　　　　　性では無かったとの事。本人の様子からも、安心した様子で自分から他メンバーや
　　　　　　　スタッフへ話し掛けて来られている。次回６月に再検査予定。
　　　　　　　⇒　検査近くになり、本人から不安などの訴えが聞かれる事も予想される為、日々
　　　　　　　　の体調確認の際に本人の訴えに傾聴していく。

· 巴　勇樹様～昨日の様子報告
　　　　　　　17：55　巴様のお母様より病院に受診希望の連絡があったことを報告受け、自宅へ
　　　　　　　連絡している。昨晩本人が一睡もしていない様子である事を報告受けている。
　　　　　　　又、ご家族よりいつもこの時期には、易刺激状態となり生活リズムが乱れがちとな
　　　　　　　る為、ご家族は刺激を与えないようにしているとの事。

デイケアでの最近の様子として

　　　　　　　　　　①胃のムカツキを訴えて臥床がちである事

　　　　　　　　　　②食事摂取がほぼ行えていないこと

　　　　　　　　　　③時間や場所等関係なくスタッフと話をしたがり、自分から話を切り上げる事が出来なくなっている事

　　　　　　　　　　④自分で想像した内容や場面を思い出して吹き出し笑いをすることが多くなっている事

以上を伝えている。自宅では食事はしっかり摂取しているとの事。

　　　　　　　　

　　　　　　　　本日の経過
表情は落ち着いているが、「朝ご飯は食べてない」「夜寝れない」と話す。急に高笑いしている事や表情硬化し、眼光鋭くなっている事がある。
問診担当医より、早急に罹りつけ医への受診をすすめられるが、本人「行かない」と表情硬くする。又、問診の様子について振り返ると「先生は受診しろって言わなかった。ここ（通所）のスタッフも受診しなくていいって言ってた」と、実際とは異なった内容を話されている。　
対応
・本人へ、本日の問診時に受けた説明の振り返りを行う。

→表情硬化させ、受診拒否されているが、受診を勧められた件については理解している。

　　　　　　　　・ご家族へ連絡し、問診時に三川クリニックの早急な受診を勧められた件を伝える。

　　　　　　　　・ご家族が三川クリニックに情報提供して下さるように、最近の本人の様子をまとめた情報提供書を作成する。

＜利用者様検討＞

秋山　和子様　（45）統合失調症

○現状

8月には盆や彼岸などがあり頻回な確認行為見られていたが、9月には落ち着いている。担当スタッフを本人へ明確にすることにより、確認行為の窓口が出来ており、結果として複数のスタッフに確認して混乱することはなくなっている。又、内容によっても窓口のスタッフを決めることが出来ている。

本日、北嶋様からの訴えの内容を受け、今回に限らず北嶋様が絡んでの気分変動がみられることや被害的に捉えてしまうことが度々見られている。

自宅での様子をスタッフへ話して来られ、お母様とのやり取りでトラブルが生じたことを報告して来られているが、「他の人には言わないで」「入院させられる」といった発言聞かれている。

○対応

　・対応スタッフの窓口は引き続き継続して対応していく。

　・知り得た情報についてはスタッフ間で共有する事を本人へ伝え、本人からの訴えに対してスタッフや主治医と共有したい旨を伝える。

　　⇒　入院などの不安から本人拒否された場合には、その旨を添えてスタッフ間で共有し、外来に情報として流す。本人へは、又何かあった際には担当スタッフでよい為、相談して頂きたいことを伝える。

・上手く言いたい事を伝えられない事によるイライラ感を訴えてくることがある為、伝えたいことについてスタッフと明確にしメモなどに書き現していく。

・男性メンバー（主に北嶋様）に対して、被害的となったり関係を気にする発言が聞かれた際には、何故その様に思うのか・実際はどのような場面であったのかを確認し、必要であれば相手の方に立ち会って頂き振り返りを行う。

